
サービスの狙い
次のような目的をお持ちの企業を支援します。
・工場やオフィスのエネルギーやCO2削減を削減することで中長期のコスト削減に取り組みたい
・CO2を削減することでお客様からのCO2削減要請に対応し、関係を維持・強化したい
・脱炭素に取り組むことで従業員のモチベーションアップ、リクルートに活かしたい

カーボンニュートラル支援サービス

企業が行う作業 省エネルギーセンターが行う作業

01
目
標
設
定

中長期CO2排出目標を設定します。
お客様からの要請があれば目標に落とし
込みます。

目標がまだ決まっていない場合は、国、業界、同業
他社等の情報を参考に適切な目標を提案します。

02
現
状
把
握

省エネルギーセンターが提示した様式に
沿って電気、重油、ガス、熱などの契約
情報、使用量データ等を入力します。結
果はグラフ化（見える化）され、状況を
把握します。
主要設備・機器一覧を提供します。

企業から提供を受けたデータや情報を分析し、エネ
ルギーの使用傾向や特徴、CO2排出状況を把握、現
地診断のポイントをリストアップします。

一般財団法人省エネルギーセンター

概要

企業が中長期の目標に向けてCO2を削減しカーボンニュートラルを達成する手順
企業が自社のCO2排出量を削減しカーボンニュートラルを達成する手順は以下の通りです。
省エネルギーセンターは各手順を支援します。

01 中長期のCO2排出目標を設定する
02 現在のCO2排出量、設備の稼働状況等を把握する
03 工場や事務所のCO2削減ポテンシャルを診断する
04 診断結果を元に中長期計画を立てる
05 計画を実行する
06 結果を確認し次のアクションを決める

     07 状況・結果を公表します。

所要期間（目安）：報告まで2～3か月（対象範囲により異なります）
サービス期間 ：年間

納品物：カーボンニュートラル診断結果および計画策定報告書

お問い合わせからの流れ

サービスの強み：経験豊富な省エネルギーセンター技術者が目標設定・診断から実行・公表支援まで
トータルに支援します。

（１／２）

お問い
合わせ

打合せ
(ｵﾝﾗｲﾝ) 契約

情報
収集

診断/
計画

報告
実行
支援

結果
確認

公表
支援

CN計画の例



企業が行う作業 省エネルギーセンターが行う作業

03
削
減
余
地
診
断

省エネルギーセンターの現地踏査に同行
します。
必要に応じて設備情報（型番、仕様等）、
稼働状況（ON/OFF時刻、空気圧、排気
温度、洗浄・清掃頻度等）、点検頻度、
設備更新時期などの情報・データを提供
します。

リストアップしたポイントを中心に現地踏査や計測
等を行い、CO2削減ポテンシャルを摘出します。

現地診断結果及び現状データから、現場でのCO2削
減策として運用方法の改善、設備更新、再エネ設備
導入（太陽光発電）、電化、燃料転換などを立案、
カーボンニュートラル診断結果報告書にまとめます。

04
計
画
策
定

電力証書やクレジットの購入があれば提
供します。

「03.削減余地診断」で指摘した現場でのCO2削減策
に加え、購入している電気の再エネ由来電気への切
替、クレジット購入などのCO2削減も立案、中長期
計画を策定します。
結果は計画策定報告書にまとめ、報告します。

05
実
行

エネルギー管理体制を整備し、中長期計
画に沿って削減活動に取り組みます。
Ene-CAT＊）を導入しエネルギー使用量、
CO2排出量をモニタリングします。

企業レベルに応じて人材育成を支援します。
設備導入には、国や自治体などの補助金情報、企業
向け支援事業など、有用な情報を提供します。

06
確
認

年度終了時にCO2排出量を算定、計画値
と比較して結果を確認します。目標未達
の場合、追加対策を検討します。
今年度の課題を次年度計画へ反映します。
必要に応じて中長期計画を見直します。

企業に代わりCO2削減量を算定します。
目標未達の場合、追加対策を提案します。
脱炭素にかかわる最新の技術動向を元に次年度計画
立案、中長期計画見直しを支援します。

07
公
開

顧客、従業員、地域などへ報告、発信し
ます。

技術的見地から発信情報を確認、アドバイスします。
必要時にはTCFD提言に準拠したサステナビリティ
情報公開を支援します。

（２／２）

連絡先
一般財団法人省エネルギーセンター
CNソリューション部

Ene-CAT

＊）Ene-CAT 問合せ
フォーム
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